
「未来思考でみんなの学校を考える」

勉強会を実施しました

編集・発行：
駒込中学校の建替え等を考える会

第3回目となる8月の駒込中学校の建替え等を考

える会は、長澤悟氏（東洋大学名誉教授、教育環境研

究所理事長）による勉強会を実施しました。

「未来思考でみんなの学校を考える」をテーマとして

長澤氏からご講演いただいた後、講演内容や最近の

学校のおけるご質問や印象に残ったことなど、活発

に意見を述べ合う勉強会となりました。

第３回考える会のようす

第2号 （令和7年１２月）駒込中学校の建替え等を
考える会 ニュース

ー勉強会概要ー

テーマ： 「未来思考でみんなの学校を考える」
講師：長澤悟氏
（東洋大学名誉教授、教育環境研究所理事長）

アンケート調査を実施しました

 勉強会で建替えのイメージがわいたし、今後の話し合い（考える会）が楽しみになった。

 学校がここまで開かれた空間にでき、自由に設計できるということがわかった。地域に愛される学校にし

ていきたい。

 学校に生徒が思い思いに過ごせる居場所があることが大切だと思った。生徒たちもホームに戻るような

気持ちが必要でWell-being（身体的、精神的、社会的に満たされた状態）の考え方は重要だと感じた。

 自分の概念にはなかった画期的な学校の事例が出てきた。オープンスペースは災害時に機能するのかと

いうことも気になった。そういった視点も考えながら今後検討をしていきたい。

公演後の意見交換から（抜粋）

「駒込中学校の建替え等を考える会」における意見に加え、より広く提言書を検討するための参

考としていくために、１０月～１１月にかけてアンケート調査を実施しました。

お忙しい中、ご協力をいただいた皆さまにはこの場をお借りして感謝を申し上げます。

アンケート調査結果は今後取りまとめを行い、考える会による駒込中学校建替えに関する提言書

への反映を検討していきます。

アンケート依頼先

駒込中学校生徒・教員、駒込小学校・仰高小学校児童（５・６年生）

駒込中学校・駒込小学校・仰高小学校の保護者、駒込中学校学区域の町会

駒込中学区域に立地する保育園・幼稚園の保護者 など

アンケート内容

現在の学校の良いところ、

改善したいところ、

新しい学校で充実させたいもの など



先進事例視察をしました！

「駒込中学校の建替え等を考える会」に関するお問い合わせは…
豊島区 教育部 学校施設課 までご連絡ください。

電話：03-4566-2789／ ファックス：03-3980-7200

メール：A0029257@city.ｔoshima.lg.jp

第4回 駒込中学校の建替え等を考える会開催
－ グループワークが始まりました－

今後は、若い世代（大学生）へのグループインタビューなども実施予定です

第4回の考える会は、いよいよ、「駒込中学校建替えのた

めの提言書」づくりのためのグループワークを実施しまし

た。まず、先進事例視察や、アンケート調査結果（速報）、提

言書づくりまでの全体スケジュールを共有後、グループ

ワークを開始。3グループに分かれ、「駒込中学校の良いと

ころ、残したいところ」、「改善したいところ」について様々

な意見が出され、改築のコンセプトを具体化していくうえ

での貴重な機会となりました。

先進事例視察をしました
駒込中学校建替えの参考にするために、建替えに取り組んでいる周辺中学校の視察を行いました。

当日は、校内を視察しながら、それぞれの学校の特徴や施設・設備についての確認や、建替えをする

際の進め方や合意形成の方法など、活発な意見交換も行いました。

豊島区立巣鴨北中学校 北区立田端中学校

実施日 令和7年10月8日（水）
14：00～15：30

令和7年10月9日（木）
14：00～16：00

北区立田端中学校副校長に校内案内いただきました豊島区学校施設課に案内いただきました

グループワークの様子

 駒込地域、駒中のシンボルといえば桜である。窓から

見える今の風景を残してほしい。

 地域と連携して防災学習を行っていることがよい。

 70年以上の歴史と伝統があることが素晴らしい。

 閑静な住宅地に立地しており、その中で学べることは

良いと思う。

良いところ・残したいところ（抜粋）

 校庭が狭いので、生徒が健やかに運動できる広さ

が必要。

 勉強、談話など多様な使い方ができる場が必要。

生徒、教員が教室以外で集える空間があるとよい。

 住宅地内にあるため、近隣に配慮して視線や騒音の

対策をしたほうがよい。

改善したいところ（抜粋）


